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がん教育講演会

６月８日（水）５時間目、一般社団法人シンクパールより難波美智代様を講師として
お招きし、がん教育講演会を実施いたしました。
がんの基本的な知識をはじめ、病気を知った時の気持ちや周囲の関わり方など、難波
様自身の経験を基に話してくださり、生徒たちは興味深く聴いておりました。
生徒からは「がんは怖い病気である。というイメージがありましたが、現在は約２人
に１人ががんにかかるという時代となり、より身近な病気であるということを知りまし
た。」「生活習慣を整えて過ごすことやがん検診を受けることで予防につながるなど、
今からできることがあるということ学びました。」などの感想がありました。
今回学んだ内容を、今後の生活に生かせると良いです。

6/17(金)～18日(土)高1を対象とした宿泊防災訓練が1泊2日で行われました。
久しぶりの泊を伴う学校行事となりましたが、皆とてもよく落ち着いて活動ができました。
当日の様子を場面ごとに少し紹介します。
① 起震車訓練：起震車で地震発生時の揺れを体験し、避難行動を学びました。
② 寝床設営訓練：マットと毛布で簡易な寝床を作る訓練を行いました。
③ 食事訓練：準備されたアルファ米やカレーなどを容器にあけて用意する体験をしました。
④ 簡易トイレ設営・暗闇体験：クラスのみんなで簡易トイレを組み立てました。その後、
ランタンをもって体育館からフェニックス会館を移動する暗闇体験をしました。

御家庭からのご支援、ご協力本当にありがとうございました。
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今後の宿泊行事と三軒茶屋校舎(仮設)の状況
○今後の宿泊行事について
年度内の学校を離れて行う宿泊行事につきまして、4月の保護者会

にてお話しいたしましたが、改めて今後の方針とそれに至った考えに
ついてご説明いたします。方針としましては、今年度の学校を離れて
行う宿泊行事は、泊を伴わない形で都内等の見学を中心に実施する予
定です。この方針に至った理由は次の2点です。第一は学校から離れ
ての宿泊となると、途中で発熱者が出た場合、生徒の安全を確保する
ことがとても厳しくなる点です。発熱者が出ると、旅行先での発熱外来の受診、個室確保か入院手
続き、教職員含めての濃厚接触者の隔離、発熱者と濃厚接触者の帰りの交通手段の確保等が必要と
なり、行事全体の進行や生徒全員が安全に帰ることがとても厳しくなります。第二は今後の感染状
況が不確実で、学校を離れて宿泊を計画しても、中止や大幅な変更をする可能性があるということ
です。これまで新型コロナは、感染の波を6回も繰り返しており、今後も繰り返していく恐れが十分
にあります。その度に計画を中止したり変更したりすると、宿泊行事に向けて計画的に指導をして
いくことが難しくなるとともに、生徒の混乱につながります。このような理由から泊を伴わない形
で確実に実施できる泊無しでの行事という結論となりました。何卒、ご理解ください。

○三軒茶屋校舎(仮設)の工事状況について
写真は6/21のものです。既に大型重機が入り、校舎建設のための工事が始まっています。工事の

進行状況は、今後も目視によるほか、都教委とも連携し確認してまいります。


